
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

キンギョソウのF_1雑種に関する研究II : 4倍体F_1
雑種の示す生態的諸特性について

上本, 俊平
九州大学農学部園芸学教室

https://doi.org/10.15017/23022

出版情報：九州大學農學部學藝雜誌. 23 (4), pp.283-293, 1968-09. 九州大學農學部
バージョン：
権利関係：



キンギョソウ のF1雑 種 に 関 す る 研 究II

4倍 体F1雑 種の しめす生態 的諸特性について*

上 本 俊 平

Studies on the  F1 hybrids of snapdragon, Antirrhinum majus L. II 
            On the several ecological characteristics of 

                various tetraploid hybrid forms 

                  Shunpei Uemoto

緒 言

2倍 体キンギ ョソウは園芸的 に早くか ら活用 され,

F、育種におけ る実績 も相当あげ られてい るが,4倍 体

キンギョソウにおけ るFt雑 種 育成の実際は,未 だ研

究の域をでず,園 芸的に も花色 によつて分 けられた数

種の固定品種が 市販 されて いるに す ぎない.キ ンギ

ョソウにおける4倍 体 は,Blakeslee,お よびAvery

(1937)4zよ つて コル ヒチ ン処理法が発表 されて以来,

数 多 くその育成が こころみ られて きたが,そ の うちで

もLittle(1942)に よ るsanguinarinehydrochloride

法によ るものな どが有名で ある.し か しなが ら,4倍

体キンギ ョソウは同質4倍 体植物の通性 とも考 えられ

る極めて 低い 種子稔 性のため,栄 養繁殖 に たよ るほ

かはな く,1950年 頃 までは 園芸的に も殆ん ど実用化

されなかつた(Post1952,Emsweller1953),そ

の うち,今 世紀の後半にお よんでEmswellerら に

よ る選抜育種の結 果,稔 実歩合が比 較的 高く,種 子繁

殖0)可 能な 切花用4倍 体 キンギ ョソウが作出 され,一一

般に市販 され るまでになつた.も ちろん,米 国種苗商

によ る極 めて 大規模な集団採種によ る稔性維持 も大 き

く寄与 してい る.い ずれに して も4倍 体キ ンギ ョソウ

における 研究歴は非常 に 浅 く,市 販の 固定品種その

もの もまだ問題 とされる点が多数存在す るのが現状で

あ る.著 者はそれ ら4倍 体 キンギ ョソウ品種 を多数

固定維持 してい るが,F1世 代 において かな りの 稔件

を期待で きることを見出した.こ れは将来synthetic

varietyと して,あ るい はF2世 代利用,ま たは戻 し

交雑による比較的斉一 な特5性をえ られ る3元 交配な ら

びに4元 交配によ る品種育成などに対す る予備的な考

察を行 な う可能性を見 るとともに4倍 体 キンギ ョソ ウ

*九 州大学農学 部園 芸学教室 業績

のF1世 代その ものの利用について も基礎 的な資料を

得 るために本研究を実施 した.

4倍 体品種の固定維持 は1949年 よ り,F、 雑種育成

に関す る研究 を1953年 よ り開始 し,以 降1960年 まで

実施 した分 につ き,そ の概要 をここに報告す る.

本研究の遂行に際して指導を頂いた九州大学名誉教

授福島栄二博士,お よび常 に助 言を賜つ た九州大学名

誉教授 伊藤寿刀先生 に対 して深 く謝意 を表す る.

材 料 お よ び 方 法

1949年,坂 田種苗株式会社を経 て米国市販品種 を導

入,さ らに1950年,タ キ イ種苗株式会社農場にお け

る採種種子 を導入し,直 ちに分系育種 を行なつ た.ま

た1952年 よ りは著者の育成 した3倍 体キ ンギ ョソウ

の後代 に出現 した4倍 体系統を加 えた.そ の育種系統

図,お よびF1世 代育成のための交 配図 は第1図 のご

とくで ある.

栽培の方法,お よび調査方法は2倍 体 キンギ ョソウ

の場合 とほぼ同様であ るが(上 本1964),2倍 体の場

合 に比 して供試系統数が少な く,ま た発芽不良などの

障害(高 温時の休眠 による)に よ り,ト ップ クロス,

ダイアレルクロスな ど統一的な試験 を採用で きなかつ

たので,個 々の試験について,… 部推論を加 えて報告

す る.

結 果

1.到 花 日数について

1)全 般 的に見たヘテ ローシス現象につ いて

4倍 体キンギ ョソウにおけるF1雑 種 はその到花 日

数 について第1表 に しめす ごとく,各 年度 とも平均 し

て極 めて安全 に有意な差 を もつてヘテロー シス現 象を

顕わ してお り,い ずれ も両親の中闘値 よ り低い値 をし



第1図4倍 体 キ ンギ ョソ ウ 系統,お よび交 配 図

第1表.4倍体Fl雑 種 の しめ す 到花 日数

にお け る ヘ テ ロ ー シ ス現 象.*

開花期 は,そ のほ とん どの組み合わせの場合,例 外の

ないヘテロー シス現 象によつて,大 よそ2倍 体 キンギ

ョソウの中 生系あるいは早生系 固定品種 に近ず いてお

り(第2表 参照),し か も4倍 体特 有の甚だ 雄大 な花房

をっけ るため,採 種上困難 とされ る問題点 さえ除去

で きれば,近 い将来において切花川および花壇用 キン

ギ ョソウとして重 きをなすで あろ う.

第2表.4倍 体F!雑 種の開花刀li
2xF1雑 種 との比 較.

*各 年 度 と も系統 の平 均 に よつ て あ らは した .

めしてい る.し か も4倍 体 キンギ ョソウ にお けるF,

系統育成に 際 して 供用 され た 両親系統 は,そ の性質

上,す べての品種 ・系統が,開 花期 か ら見て中生 系の

晩い方に属すか,ま たは晩/1系 に属す ものがほ とんど

であ る.す なわ ち中間親値 と早生(こ こでは単に早 く

開花す る方 をさす)親 値 とがほ とん ど等 しい ことで あ

り,こ の表 中におけ るF】 値 に対す る中間親値の百分

率はF1値 に対す る早生親値 の百分率にほぼ等 しい と

見な してよい.た だ,4倍 体F1雑 種を論ず るに際 し

て考慮せ ねばな らないことは,そ れ らの親 として使用

され る系統を温室内で促成栽培 した場合,同一 系統内

での開花期(到 花 日数)の 差が甚だ しく,個 々のFI

雑種 について見 ると有意な差があ ると考 えられ るのは

わずかに数組み合わせを数 えるに過 ぎない.そ れに も

かかわ らず4倍 体F1雑 種にお いて 到花 日数 に表われ

たヘ テローシス現象が大で あることは2倍 体におけ る

F1雑 種の しめす ヘ テローシス 現象よ りも著 しい もの

と見 ることがで きよ う.

2)4倍 体キ ンギ ョソウにおけ るF1雑 種の しめす

2.草 丈その他の形質について

4倍 体F1キンギョソウ における草丈に現 われ たヘ

テロー シス現象 は,有 意な差に乏 しく,全 体的に見て

も第3表 下欄 に示 したご とく,そ の差に有意性は見 ら

れなかつた.各 年次別の4倍 体F1雑 種の草丈が しめ

す数値 も,1953年 度におけるF1雑 種を除 いては,ほ

とん ど 有意の 差が 見 られなかつた.1953年 における

F1雑 種0)草 丈が,中間 親値 に比較 して72%と 著 しく

ネガテ ィブな効 果を しめすのは,前 記の到花 日数 にお



第3表.4倍 体F1雑 種 しめ す 草丈 に

お け るヘ テ ロー シ ス現 象.*

*各 年 度 と も系 統 の平 均値 を もつ て 表 した .

いて一著しいヘテ ローシス現象 をしめしたため,そ れ ら

0)間 に正の 相関関係 にある(」二本1964)こ とカ)ら理 由

づけ られよ う.こ の相関関係は2倍 体h,雑 種におけ

ると同様 にポジテ ィブな値 をしめす ことが明 らかで あ

る.ま たこれ らの現 象は相反交雑に際 して も差がみ と

め られず,2倍 休 の もの と同様 母系の影響は各形質に

は表 われない も0)と 解 してよい.1959年 度に おける

F1雑 種 の革丈は,同 年度の 到花 日数 に おいてある程

度のヘテロー シス現 象をしめす に もかかわ らず,草 丈

において ネガテ ィブな効果がないのは,生 殖 生長その

ものに対す るヘテローシス 効果が強い もの と判断 され

る.

葉数 にお けるF、 雑種の しめすヘ テローシ ス効果は

第4表 にしめすご とくであつた.す なわ ち,全 般的に

は中閥親値に比較してFl雑 種は葉数が少な く,こ の

差 は有意であ る.と くに1953年 度 におけ る葉数の滅

少は著 しい もので あ り,同 年度 のF1雑 種のしめす生

長が,栄 養生長,生 殖生長 ともに急速に進むことをし

め してい るといえよ う.

茎径,お よび花数 に対するr,雑 種の しめすヘ テロ

ーシス効果は全 く有意の差を しめ さなかつた.

策4表.4倍 体F1雑 種 の 葉 数 に お け る

ヘ テ ロ ー シ ス 現 象 .=1=

*各 年度 と も系 統 の 平 均 値 で表 した.

3.種 子稔性について

4倍 性キ ンギ ョソウにおけ る種 子稔性は2倍 性キ ン

ギ ョソウに比較 して著 しく劣 ることは緒論において述

べた通 りで ある.し か し,そ の種子稔性の しめす系統

問の傾向は,全 く2倍 性 キ ンギ ョソウの場合(上 本

1964)と 同じ程度であつ た.す なわち,自 花授粉 によ

る種子稔性 は,系 統問または品種間による交配組合せ

に際 しての種子稔性に比 して優れてお り,通 常,倍 数

化 によ り引 き起 され る稔性低下の傾向をしめさなかっ

た.

第5表 に示 したご とく,系 統間または品種間交配 に

おいて示す種子 稔性は,自 家授粉において,よ り優 れ

た種子稔性を有す る系統 を母系統 として供用 した場合

は,そ の逆 の場合(極 子稔性 において劣る系統を母系

親 とした場合)に 比 してはるかに優れて いた.こ のこ

とは,1958年 度 にお けるご とく,ト ップ ・クロスによ

つて も同様 の結果 を示 した.し たがつ て,4倍 体キン

ギ ョソウのF、 雑種育成 に際 しては両親 とな るべ き各

系統の種子稔性を十 分調査すべ きであ る.4倍 体キン

ギ ョソウ に お ける種子稔性は,Emsweller(1953)

が報告 しているごとく,2倍 性キ ンギ ョソウに比較 し

て稔性に関す る遺伝因子に左右 され るこ とが多い もの

と考え られ る.第6表 中各年次にわたつて調査 きれた

r司系統0)も0)を 観察 す れば この ことが 明 らか となろ

第5表.4xキ ン ギ ョソ ウに お け る種 子 稔性

(一 朔 中平 均 種 子 数).

*F1世 代(前 年 交 配 され た) ,(s△ 同 記 号は 同 系

を 表 わ す.



う.

4倍 性F1世 代 におけ る種 子稔性は,2倍 性F1世

代 にお ける種子稔性 と同様に,著 しく増加す ることが

観察 された.す なわ ち,1956年 度における系統3001

および1957年 度におけ る系統2006の よ うに,両 親系

統おのおのの自花授花による種子稔性の2倍 ない し3

倍 の数値 を示 し,1956年 度において行なわれたF1世

代 の戻 し交雑においては更に優れた稔性を示した.

4.花 粉稔性 および減数分裂の染色体対合

倍数体種子稔性の 良否に 対す る原因 を 解 明す るた

め,自 然系統 およびそのF,系 統 にお ける不稔花粉,

小粒花粉(microspore)お よ びPMCに おける染

色休対合状 況を調査 した.不 稔花粉および小粒花粉は

第6表 のごとくで あつ た.こ れによれば,不 稔花粉 は

F、世代において 減少してお り,ま た,自殖 系統 にお

いて も種 子稔性の劣つ た系統に不稔花粉が 多くなって

い る.不 稔花粉出現 の状態は第3図A,B,Cに,ま

た不稔花粉出現 の主 たる原因 と「1され る減数分裂 に際

しての染色体対合の状況は第2図,お よび第4図 にし

めした.染 色体対合 に際 しての 多価(4価)お よび1

第6表.4xF1に お け る不 稔 花 粉.

第7表 。4倍 性F1お よ び 固定(純 系)系 統PMCの1st-metaphaseに

お け る1価,2価 お よ び多価 染 色体 川現 の頗度 表,

第2図.4倍 体F1雑 種,お よ び そ の 両 親 系 統(固 定 系 統)のPMC

のlst-metaphaseに お け る 染 色 体 対 合 の 状 態(1959).

A.St.22-1(多 価 染 色 体 の 形 成 が 多 い)

B.St.31-9

C.St.2003-7(F1雑i種)

D.St.2003-2(F1雑 種)



第3図.4倍 性キンギョソウF1雑 種 お よ び 両親 系 統 の花 粉 稔 性(1959).

A.花 粉 な らび に種 子 稔性 の低 い 系 統(St.21).微 小 花 粉,

巨大 花 粉 な ど不 稔 花 粉 が 多 い.

B.花 粉 な らび に種 子 稔 性 の高 い系 統(St.31).異 常 花 粉

が 比 較 的 少 な い.

C.上 掲2系 統 の交 配 に よ り育 成 され た4倍 性F1雑 種(St.

2001).ほ とん ど正 常 花 粉 で あ る.

価染色体はSt.21,22,31な ど4倍 体 固定 系統 に多

く出現 し,各 種不稔花粉の発生原因 とな るのに対 して

St.2001,2003な ど4倍 体F1雑 種 は 染色 体対合 も

正常な ものが多 く,不 稔花粉の出現頻度 も極めて少な

い.ま た染色体対合の際の多価染色体出現の頻度,お

よび2ndmetaphaseに おける染色体数(両 極 に分れ

た)は 第7表 の ごとくであつ た.自 殖系統に おいて

は,F1雑 種 に比 して 多価染色体 を作 る機会が多い こ



第4図.4倍 性 キ ン ギ ョ ソ ウF1雑 種 お よ び 両 親 系 統 のPMCに お け る

減 数 分 裂(1959).A,B,Cは1stmetaphase,Dは2nd

mataphase,Eはanaphaseを 示 す.

A.St.21,多 価,1価 染 色 体 が 多 い.

B.St.31,比 較 的 多 価 染 色 体 が 少 な い.

C.St.2001,染 色 体 の 対 合,分 裂 は 正 常 で あ る.

D.2娘 核 の 中 間 に1価 染 色 体 が 残 留 して い る(St.21).

E.UIO極 に 規 則 正 し く 分 れ て い る(St.2001(F2)).

とが うかがわれ る.

5.キ ンギ ョソウ種子の休眠について

地 中海沿岸に原産す るキンギ ョソウは,そ の特性 と

して,夏 季の乾燥条件に耐 えるため,一 定の休眠期 を

もつ に到つた と思われ る.現 在切花用に改良 された品

種において も,そ の名残 りと思われ る現象 をしめす も

のが あ り,と くに4倍 体 の系統には,こ の傾向が著 し

い.一 般にこの形質において は,晩 生性の強い ものほ

ど休眠期が長 い傾向にある.小 河原(1959)は,市 販

キンギ ョソウ種子 を使用して,低 温 による休眠打破が

行 なわれ うることを実証 し,キ ンギ ョソウが光発芽種

子であ るこ とを志確 かめた.し か し,著 者の研究途上

において種子発芽の習性を見 るに,早 生性の強い品種

は,い ず れ もほとんど休眠期を もたず,特 に4倍 性 キ

ンギ ョソウにおいて も2倍 性キ ンギ ョソウの形質 を3

倍体を通じて導入 した ものでは,休 眠期が短いことを



確か めた.ま た,4倍 性F1雑 種においては,や や こ

の傾 向が強まることを兄 出した.

考 察

1.到 花 日数について

4倍 体F1系 統の到花 日数 は,そ のほとんどが著しい

ヘテローシス現象を示 して,早生24体 品種 に近い

早期 開花の傾 向をもつことが明 らか となつたが,そ の

両親 いずれの系統 も晩生系 とみ られる1958年 以降両親

系統 のうち到花 日数が減少 した系統が見 られるが,こ

れは,た またま播種期が遅延 したためにおこつ た現象

で ある.し たがつて,さ きの2倍 性品種または,そ れ

らの間 のF1雑 種 において しめしたと同様,両 親の中間

親 との比較 を基準としたヘテ ローシス現 象も,早 生

親か らのふれでみたヘテ ローシス現 象も,同 様に有意

な現象 として認め られた.す なわ ち2倍 体 に比較 して

関与す る因子数の増加および頻度 の増加がヘテロー シ

ス現 象を顕Y'に 現わすのではなか ろ うか.

次に,4倍 体 キンギ ョソウにおけ る到花 日数は,そ

の相反交配 によ る差 をあ らわ さない.こ のことは2倍

体の 場合 と同様,細 胞質因子 に よつて 影響 され るこ

とが まれで あ ることを物語つてい る.と くに4倍 体

キ ンギ ョソウにおいては,開 花 または花芽の分化 に関

与す る因子数は他の形質 に関す る因子数 と同様2倍 に

増加 してお り,も し細胞質因子 との間に何 らかの関係

(例えば細胞質遺伝因子α)明らかな存在な ど)が あれ

ば,当 然相反交雑によつてその影響が現 われ るはずで

あ る.

2.2倍 体F1雑 種の比較

4倍 体F1雑 種においては,あ る程度近縁関係にある

系統間のFl雑 種 にお いて も到花 日数,草丈などの形質

においてヘテ ローシス現象 を顕わ している.こ れ に対

して2倍 体Fl雑 種 における近縁系統 周において顕わ

れ るヘテローシス 効果 は少 ない(第8表 参照),4倍

第8表.4xお よび2xに お け る近 縁

系 統 間Fl雑i種 の}七較.

*い ず れ も中間 親値 を100と した 場 合 の 百分 率 に

よつ て表 わ した.

体F1雑 種 においては,2倍 体 のそれに比 してヘテロ

接合の機会が多いために現われた現象 と考えられ る.

3.葉 数,そ の他の形質について

葉数における4倍 体F1雑 極のヘテ ローシス効果は

全 く不 同の数値をしめしたが,全 般を通 して見れば ネ

ガテ ィブの効果,す なわち葉数減少 とい う効果が存在

す る.前 記草丈において しめされたヘテローシス効果

と考 え合わせれば中間親 に比較 して 早期に花芽分化を

引 き起 こした もの と考察 され る.

茎径および花数におけるヘテ ローシス効果 について

は,傾 向的 な現象を見出すには至 らなかっ た.た だし

環境要素による(肥 料な ど)影 響加はなはだ しいため

であろ う.

4.種 子稔性について

4倍 体 キンギ ョソウにおける種 子稔性 の著 しい低下

は,そ の園芸的利用度 をはなはだ しく制限 し,現 在に

至 るまで優良な る品種が育成 されていない主な原因 と

なつている.そ の間 の品種改良によ り,よ うや く種子

繁殖1,2年 草 として 市販 され るまで に 至つた 現在

もなお,2倍 体キ ンギ ョソウに比 し種子稔性が著 し く

劣 ることは否定で きない.Emsweller(1953)に よれ

ば,4倍 体キンギ ョソウにお ける種 子稔性は,相 当広

い変異の巾 を有 し,し か もそれに関す る形質は遺伝す

るとされている.Emswellerは 米国 農商務省試験場

において,2倍 体キンギ ョソウの種子稔性の15%か

ら20%程 度の稔性 を有す る4倍 体個体 を見出し,さ

らに選抜を加 えた結果,2倍 性キンギ ョソウの50%

まで稔性 を向上 させ るこ とに成功 した.著 者 も1957年

よ り系統51,52,53に 選抜 を加え,一 回の選抜 にお

いて約20%前 後の 種子稔性の 向上 を観察す ることが

で きた.

4倍 体キ ンギ ョソウにおける種子稔性 において も,

自花授粉による稔性が他花授粉によるそれをしの ぐこ

とは,キ ンギ ョソウが,他 花交配授粉 に際 して部分的

な不和合性を もっ 植物で あることを 示す もので あろ

う.さ らに,自 花授粉において稔性が優れている系統

が,そ れの劣 る系統に比較 して,交 配授粉 に際 しての

稔性が優れて いることは,種 子稔性形質が遺伝形質で

あるとの推定(Emsweller1953)と 関連 して,興味

あ る事実であ る.こ の現象は,Brink(1952)の い う

ごとく種皮 と胚乳 との間における養分配分の差を もつ

てす る説 を も貯定す る もので ある.す なわ ち,種 子形

成に与 る維管束群か ら種皮の要求す る養分の程度が種

皮の生長す る程度 を支配す る因子によつて左右 され る

とい うことを仮定す ることが 可能 である.



また,F1世 代 において 著 しい稔性 向上を示す こと

は,2倍 体キンギ ョソウの場合 と同様に,多 くの組織

形成にヘテローシス効果が好影響 をおよぼ してい ると

考 えるこ とが出来 る.

他方,倍 数体キンギ ョソウにおいては,雄 性配偶子

の影響を考慮 に入れる必要が ある.す なわち,花 粉稔

性の良否 は,こ れが授精の際稔性に与 える影響は大 き

く,特 にその発芽の良否 もないが しろにで きない.花

粉稔性の調査結果 は,第9表 に示 したごとく,そ の差

に大 きな開 きはみ られない。しか し,小 粒花粉の示す

差異は相 当大 きく,こ れが種子稔性に対す る効果 に与

える影響 の大 なることが察知 され る.PMCに おける

染色体対合の様相は,さ らに詳細な調査 を必要 とす る

が,そ れ ら小粒花粉の形成7ひ いては種子稔性に対 し

て少なか らざる影響 を与え るもの と推定 され る.多 価

染色体数の多少は,闇 接的に巨大花粉または小粒花粉

の形成を助長す る.

以上のよ うに,4倍 体 キンギ ョソウにおける種子稔

性が,種 々の要因によつて影響 され ることは,こ れが

園芸的利用 において問題 とな る点が多い.す なわち,

4倍 体 キンギ ョソウは 固定品種 として 利用す るよ り

も,今 後の方向 としてFI,F2世 代,バ ック ・クロス

世代 または4元 交配雑種 を,活 用す ることが,よ り経

済性 をもつ方向 とい うべ きであろ う.幸 い花壇用草花

として,よ り華麗なキンギ ョソ ウが要求 されつつあ る

今 日において は,時 宜 を得た ものであ り,ま たとくに

ボーダー花壇植栽用には,最 も適 した品種群 とな るこ

とが期待 され る.

第9表.4xr1雑 種における不稔花粉.

5,種 子の休眠について

小河原(1959)に よれば,キ ンギ ョソウにおける好

適発芽温 度は,17～20℃ とされているが,実 際の発

芽可能温度は さらに広汎である.著 者の観察 した結果

によれば,前 記のごとく,晩 生性の強 いものほど発 芽

に低温度 を要 し,早 生系の ものほどよ り高温度で,発

芽す ることが 確認 された.キ ンギ ョソウの 原産地に

おいては,夏 季高温乾燥が はな はだ しいため,環 境

条件に対す る適応現象 として,高 温 による発芽を抑制

す る形質 をもつ に到った と推定 されるが,切 花用品種

として改良 され る際,高 温による発芽遅延 は栽培上支

障をきたす ので,極 力,除 去すべ く努力 され たもの と

思 われ る.事 実,早 生系の品種は,8月 上旬30℃ 以

上の高温下において も高 い発芽率をしめしている.こ

の高温発 芽 の形質,す なわ ち休眠の消失は,優 性因子

として行動す るものか,ヘ テ ローシス現 象として顕わ

れ るものか不明確であるが,片 親 に高温発芽性の系統

を供用すれば,そ のF1雑 種 における種子発芽 は,高

温発芽性の片親を凌 駕す る発 芽勢 をしめす ことが しば

しば 観察 きれた.発=芽 に要す る日数 の 差に よつて,

観察結果を誤認す る 場合 も 考え られるが,一 種の ヘ

テ ローシ ス現象 と見なす こともで きるので はなかろ う

か.

摘 要

人工交配によるキンギ ョソウ4xF、 雑種の しめす

生態的諸特性につ いて1951年 か ら1960年 まで行なつ

た研究の概要 について報告す る.

1)4xFI雑 種はその 親系統 に比較して 到花 日数

は少な く,早 生性においてヘテ ローシス現象 をしめ し

た.

2)草 丈 においてはF1雑 種にはヘテローシス は引

きお こされなかつたが,葉 数に関しては明確なヘテ ロ

ーシスを確察 した.

3)2xキ ンギ ョソウにおいて見 られたと岡様,交

雑授粉よ りも,白 花授粉 による 種子稔性が 優れてお

り,4κ の場合 も,白 家授粉によつてよ り高い種子稔

性 をしめす系統を供用す ることによつて よ り高い種子

稔性でF1雑 種が得 られた.一 般 に4xキ ンギ ョソウ

は極めて 低い種子稔性をしめす か,F1雑 種は高い種

子稔性 をしめ した.ま た,そ の減数分裂は,F1雑 種

世代は,そ の母系統 に比 して規則 正しいことが観察 さ

れた.こ れ らの結果か ら,F2利 用 によつて4xキ ン

ギ ョソウのす ぐれた ものが実際に利用 され るよ うにな

ると考えられ る.
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                                      Summary 

   Several ecological characteristics in tetraploid  F, hybrids of snapdragon (2n=32), Antirrhinam 
majus, raised artificially had been studied from 1951 through 1960. The author also carried out 
some trials on the breeding features of these F1 forms in order to make their intensive use to be 

practicable. Results obtained are summarized as follows : 
   1. On the flowering time of F1 hybrids definite heterosis was uniformly obtained in the 

earliness of blooming. 
   2. A positive heterotic phenomeon in the plant height of F1 hybrids could not be observed. 

However, on the number of leaves developed distinctive heterosis was observed in several F1 
hybrids. 
   3. The grade of fertility through cross-pollinations was somewhat lower than that through 
self-pollinations as well as diploid snapdragon, and mother strains showing higher fertility by 
selfing could produce heigher yield of seeds. Though the seedfertility of 4 x snapdragon usually 
showed low degree, their F1 hybrids had, in general, a good yield of seeds. And 4 x F1 hybrids 
had higher regularity of mitosis as compared with their mother strains. From such results, the 
further progress of introducing superior 4 x forms will become available by utilizing F2 generations. 

                                                   Horticultural laboratory, Faculty of 
                                                    Agriculture, Kyushu Universtity



付表1.4倍 体 キ ンギ ョ ソウ のF1雑 種,お よ びそ の 両 親

系統 の しめ す 各種 特 性.(1953)

注,C.V.:変 異係 数.M.P.:中 間親 値.E.P.:早 生 親 値.T.P.:高 性 親 仙.

付 表 ∬.4倍 体 キ ン ギ ョソ ウのF1雑 種,お よび そ の 両親

系 統 の しめす 各 種 特性.(1954)

付表1皿.4倍 体 キ ンギ ョソウ のF五 雑 種,お よび そ の両 親

系統 の しめす 各 種 特性.(1957)



付 表IV.4倍 体 キ ン ギ ョソウ のF1雑 種,お よび そ の両 親

系 統 の しめす 各 種 特性.(1959)


